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く
る
よ
ん
5
0
周
年
記
念
事
業

特
別
展
｢
黒
部
ダ
ム
｡
関
電
ト
ン
ネ
ル
写
真
展
｣

の
開
催
に
あ
た
っ
て

清
水
　
隆
寿

｢
世
紀
の
大
事
業
｣
と
言
わ
れ
た
黒
部
ダ
ム
(
黒
部
川
第
四
水
力
発
電
所
)
完

成
か
ら
今
年
で
5
0
周
年
を
迎
え
､
本
年
度
は
里
蔀
ダ
ム
サ
イ
ト
を
中
心
に
黒
部

ダ
ム
建
設
5
0
周
年
を
記
念
し
､
様
々
な
関
連
事
業
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
｡
と

り
わ
け
大
町
市
は
平
成
2
 
6
年
8
月
に
迎
え
る
関
電
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
開
通
5
0
周

年
を
契
機
と
し
て
､
-
ろ
よ
ん
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

(
実
行
委
員
長
‥
牛
越
徹
大
町
市
長
)
､
市
を
挙
げ
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
､

当
館
に
お
け
る
特
別
展
｢
黒
部
ダ
ム
･
関
電
ト
ン
ネ
ル
写
真
展
｣
も
｢
-
ろ
よ
ん

5
0
周
年
イ
ベ
ン
ト
巡
回
写
真
展
｣
の
一
環
と
し
て
､
多
-
の
方
々
に
半
世
紀
前

の
黒
部
ダ
ム
建
設
の
歴
史
に
つ
い
て
､
膨
大
に
遺
さ
れ
た
記
録
写
真
の
一
部
か

ら
建
設
当
時
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
-
開
催
致
し
ま
し
た
｡

昭
和
3
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
ダ
ム
建
設
は
､
当
時
の
金
額
で
5
1
3
億
円
の
巨

費
が
投
じ
ら
れ
､
延
べ
1
0
0
0
万
人
も
の
人
手
に
よ
り
､
実
に
7
年
の
歳
月

を
要
し
て
完
成
し
ま
し
た
｡
総
貯
水
量
は
､
約
2
億
立
方
メ
ー
ト
ル
｡
ダ
ム
高

さ
(
堤
高
)
1
8
6
m
､
堤
頂
長
4
9
2
m
､
堤
体
積
が
日
本
一
｡
発
電
量
は
､
黒

部
川
第
四
発
電
所
に
お
い
て
､
年
間
約
1
 
0
億
酬
(
黒
部
川
全
体
の
年
間
発
電
量

は
約
3
 
1
億
州
｡
こ
の
年
問
発
電
量
は
､
一
般
家
庭
で
約
1
0
0
万
戸
が
1
年
間

に
使
用
す
る
電
力
量
に
相
当
す
る
と
さ
れ
ま
す
)
を
誇
り
ま
す
｡

過
酷
な
労
働
環
境
の
中
､
工
事
に
従
事
し
た
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
智
恵
を
出
し
合
い
､
懸
命
に
力
を
振
り
絞
り
､
諦
め
な
い
不
屈
の
精
神
に
対
し
､

-
ろ
よ
ん
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
の
牛
越
徹
大
町
市
長
は
､
そ
の
意
義

を
｢
世
紀
の
偉
業
か
ら
半
世
紀
｡
人
(
p
①
o
p
-
①
)
､
使
命
(
p
…
p
o
s
の
)
､
情
熱

(
p
a
s
s
i
o
つ
)
の
『
三
つ
の
P
』
を
心
に
刻
み
､
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
精
神
を
日
本

の
文
化
と
し
て
次
の
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い
｣
と
結
ば
れ
ま
し
た
｡

一
方
で
､
多
-
の
貴
い
命
の
犠
牲
の
上
に
､
現
在
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
｡

ダ
ム
建
設
の
歴
史
を
振
り
返
り
､
世
紀
の
偉
業
を
な
し
と
げ
た
こ
の
事
業
に

光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
､
あ
ら
た
め
て
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り
を
見
つ
め

直
し
､
山
や
川
の
豊
か
さ
､
自
然
の
脅
威
と
と
も
に
生
き
て
き
た
土
地
の
記
憶

を
将
来
に
伝
え
る
と
と
も
に
､
2
 
1
世
紀
の
あ
る
べ
き
姿
を
皆
で
模
索
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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大町トンネル開通までの資材輸送は､
ポッカによる立山越えが唯一の手段であった｡
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昭和31年､大町トンネルの掘削始まる
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大町トンネルの本坑掘削風景
大型掘削機｢ジャンボ｣
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大量の土砂が噴き出す破砕帯現場

館物博と山

写
真
で
た
ど
る

黒
部
ダ
ム
S
関
電
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
歴
史

清
水
　
隆
寿

1
9
5
3
(
昭
和
2
8
)
年
｢
黒
四
ル
ー
ト
招
致
｣

昭
和
2
 
8
年
秋
､
当
時
の
大
町
町
長
松
田
正
人
氏
ら

町
当
局
者
が
､
黒
部
川
第
四
水
力
発
電
所
(
以
下
､
黒

四
)
ル
ー
ト
招
致
(
建
設
用
ル
ー
ト
の
招
致
)
に
動
き

出
す
｡

1
9
5
4
(
昭
和
2
9
)
年
｢
大
町
市
誕
生
｣

昭
和
2
 
9
年
7
月
､
大
町
､
平
村
､
常
盤
村
､
社
村
の

一
町
三
村
が
合
併
に
よ
り
､
大
町
市
が
誕
生
す
る
｡

1
9
5
5
(
昭
和
0
0
)
年
｢
萎
本
､
誘
致
を
決
定
｣

昭
和
0
0
年
1
2
月
､
大
町
市
議
会
全
員
一
致
で
､
黒
四

ル
ー
ト
の
誘
致
を
決
定
す
る
｡

昭
和
0
0
年
の
黒
部
第
四
発
電
所
計
画
概
要
に
よ
る

と
､
黒
部
川
中
流
､
河
口
よ
り
お
皿
の
御
前
遮
資
口
の

上
流
部
に
､
高
さ
1
8
2
m
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
を
建

造
､
有
効
容
量
1
億
5
0
0
0
万
3
m
の
貯
水
を
行
い
､

貯
め
た
水
を
下
流
の
仙
人
谷
付
近
に
導
水
し
､
最
大

出
力
2
 
5
万
8
0
0
0
脚
の
発
電
を
行
う
と
さ
れ
た
｡

総
工
費
は
3
7
0
億
円
､
就
労
予
定
延
べ
人
数
は
約

6
5
0
万
人
と
計
画
さ
れ
た
｡

1
9
5
6
(
昭
和
3
 
1
)
年

｢
黒
部
ダ
ム
建
設
正
式
決
定
｣
｢
掘
削
開
始
｣

1
月
､
黒
部
ダ
ム
建
設
正
式
決
定
し
､
5
月
に
関
西

電
力
社
長
･
太
田
垣
士
郎
が
計
画
を
発
表
す
る
｡
6

月
､
大
町
本
通
り
に
仮
事
務
所
を
設
置
す
る
｡
8
月

よ
り
北
大
町
停
車
場
か
ら
資
材
輸
送
路
の
｢
大
町
ル
ー

ト
｣
工
事
窟
手
｡
大
町
ト
ン
ネ
ル
(
現
関
電
ト
ン
ネ
ル
)

の
掘
削
を
開
始
す
る
｡
(
1
日
2
交
替
･
2
4
時
間
操
業
)

1
 
1
月
､
日
向
山
に
事
務
所
を
移
転
｡

黒
部
ダ
ム
建
設
に
あ
た
っ
て
工
区
を
五
つ
に
分
割

し
､
工
事
請
負
を
各
建
設
業
者
に
割
り
当
て
た
｡
第
1

工
区
の
(
株
)
間
組
は
､
黒
部
ダ
ム
､
大
町
ト
ン
ネ
ル
等
｡

第
2
工
区
の
鹿
島
建
設
(
秩
)
は
､
骨
材
採
取
､
製
造

等
｡
第
3
工
区
の
(
樵
)
熊
谷
組
は
､
大
町
ト
ン
ネ
ル
の
大

半
､
黒
部
ル
ー
ト
ト
ン
ネ
ル
等
｡
第
4
工
区
の
佐
藤
工

莱
(
樵
)
は
､
黒
部
ル
ー
ト
ト
ン
ネ
ル
､
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

工
事
等
｡

第
5
工
区
の
大
成
建
設
(
株
)
･
西
松
組
は
､
イ
ン
ク

ラ
イ
ン
､
黒
四
発
電
所
､
変
電
所
な
ど
を
担
う
｡

黒
部
ダ
ム
の
正
式
決
定
が
さ
れ
た
昭
和
3
1
年
1
月

か
ら
半
年
後
の
7
月
に
､
内
閣
府
に
よ
っ
て
年
次
経
済

報
告
が
発
表
｡
通
称
｢
経
済
白
書
｣
と
呼
ば
れ
る
､
結
び

に
｢
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
｣
と
記
さ
れ
､
戦
後
復
興
は

修
了
し
､
新
た
な
成
長
を
模
索
す
る
契
機
と
な
っ
た
｡

1
9
5
7
(
昭
和
S
)
年

｢
大
町
ト
ン
ネ
ル
､
破
聾
市
に
遭
遇
｣

5
月
､
入
口
か
ら
約
1
 
,
7
血
の
地
点
で
毎
秒

6
6
0
1
も
の
地
下
水
と
大
量
の
土
砂
が
噴
き
出
す

破
砕
帯
に
遭
遇
､
そ
の
後
掘
削
が
中
断
｡
破
砕
帯
0
0
m

に
7
ケ
月
の
月
日
と
知
恵
と
労
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
｡

水
抜
き
ト
ン
ネ
ル
の
増
設
や
薬
剤
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
壁
面
を
固
め
な
が
ら
､
破
砕
帯
の
掘
削
を
進
め

る
｡
こ
の
間
､
若
一
王
子
神
社
で
は
､
完
遂
祈
願
祭
が
行

わ
れ
､
市
民
一
体
と
な
っ
て
貫
通
を
祈
念
し
た
｡

並
行
し
て
6
月
に
は
､
蓮
華
大
橋
下
流
地
区
に
お

い
て
､
ダ
ム
建
設
に
用
い
ら
れ
る
骨
材
製
造
場
工
事
に

着
手
す
る
｡
9
月
に
地
下
発
電
所
の
掘
削
開
始
｡

7
ケ
月
の
難
工
事
の
未
､
昭
和
3
2
年
1
 
2
月
2
日
に

破
砕
帯
を
突
破
す
る
｡
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大量の耕土をトロッコを使って搬出する　　　　　　　破砕帯は80mの範囲に及んだ
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黒部ダム完成計画図

大型重機による
コングノートの打ち込み風景
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コングノート･バケットによるコングノートの流し込み

∴∵ 鐙��������ﾒ�>B�ﾊHﾜ｢��Yf飆h�Κ���∴ヽ ∴ 倡����ｨ����,�*ﾘ5F��:ヽ ∴∴ ∴∴∴ 

ダム護岸のセメント製錬所
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ダム本体へのセメントの流し込み

1
9
5
8
(
昭
和
S
)
年
｢
大
町
ト
ン
ネ
ル
貫
通
｣

大
町
ト
ン
ネ
ル
完
成
ま
で
1
年
の
予
定
が
､
破
砕
帯

に
よ
り
7
ケ
月
の
停
滞
を
余
儀
な
-
さ
れ
､
1
年
7
ケ

月
を
も
っ
て
2
月
､
関
電
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
｡

5
月
に
は
大
町
ル
ー
ト
が
全
通
す
る
｡

以
降
､
ダ
ム
の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
る
｡

1
9
5
9
(
昭
和
5
)
年

ラ
ム
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
開
始
｣

9
月
､
池
田
勇
人
通
商
産
業
大
臣
が
出
席
し
て
ダ

ム
の
定
礎
式
が
行
わ
れ
る
｡
ダ
ム
本
体
へ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
打
ち
込
み
が
始
め
ら
れ
る
｡

こ
の
年
､
資
金
を
融
通
し
て
い
る
世
界
銀
行
顧
問

団
が
､
黒
部
ダ
ム
建
設
現
場
を
訪
れ
､
計
画
高
1
8
6

m
を
1
5
0
m
に
す
る
よ
う
勧
告
｡
し
か
し
高
さ
を
下

げ
る
と
貯
水
量
､
発
電
量
が
落
ち
て
し
ま
う
た
め
､
当

時
の
金
額
で
3
億
円
の
費
用
を
か
け
て
調
査
し
､
ア
ー

チ
式
ダ
ム
に
､
一
部
重
力
式
ダ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
建

設
方
式
考
案
､
そ
の
結
果
､
こ
の
工
法
が
認
め
ら
れ
､

現
在
の
独
特
な
形
の
黒
部
ダ
ム
が
誕
生
す
る
｡

9
月
下
旬
に
は
､
バ
ッ
チ
ヤ
ー
プ
ラ
ン
ト
(
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
練
る
機
械
)
が
完
成
し
､
1
回
で
1
 
5
1
も
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運
搬
す
る
バ
ケ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
｡
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ダム基底部の建設風景

千 佶ﾂ����ｹ�籐�2�'撥, ��������Wｲﾕ8ﾄ｢�ﾋ靈��b�∴ 態潔護饗蓑 ��∴∴∴ 俾��∴∴ ∴∴ ���B��

徐々にダム本体が現れてくる
(下流部方面より)
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ダムは全容を見せ始める

発電所内部掘削作業　　夜を徹しての建設作業
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徐々に黒部川上流部に貯水されているのがわかる

走印

価刷

この｢山と博物館｣は再生紙を使用し､石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています｡尼≡=::=-:-_a_-==堕塾

館物博と山

1
9
6
2
(
昭
和
3
 
7
)
年
ダ
ム
内
部
の
設
備
工
事
｣

8
月
､
3
号
水
車
発
電
機
稼
動
開
始
さ
れ
る
｡

1
9
6
0
(
昭
和
g
)
年
　
ラ
ム
へ
の
湛
水
開
始
｣

1
月
､
1
回
に
2
3
1
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運
搬
で

き
る
バ
ケ
ッ
ト
に
代
わ
り
､
昼
夜
を
と
わ
ず
1
日
に

8
6
0
0
3
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
注
入
さ
れ
た
｡

昭
和
3
5
年
1
0
月
に
黒
部
ダ
ム
へ
の
湛
水
を
開
始
し
､

H
月
末
に
通
水
式
が
行
わ
れ
る
｡

1
9
6
-
(
昭
和
g
)
年

ラ
ム
本
体
の
全
容
が
現
れ
る
｣

8
月
､
ダ
ム
本
体
の
全
零
が
現
れ
る
｡

一
方
､
ダ
ム
完
成
に
先
ん
じ
て
黒
部
第
四
発
電
所
へ

通
水
､
試
験
運
転
開
始
が
な
さ
れ
､
黒
四
発
電
所
2
号

水
車
発
電
機
ま
で
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
｡

1
9
6
3
(
昭
和
3
8
)
年

6
月
｢
黒
部
ダ
ム
完
成
｣
(
竣
工
年
)

昭
和
3
3
年
の
ダ
ム
建
設
開
始
か
ら
､
5
年
を
か
け

た
昭
和
3
8
年
に
ダ
ム
は
竣
工
し
た
｡
ト
ン
ネ
ル
工
事

遅
延
解
消
の
た
め
に
､
起
死
回
生
の
大
発
破
に
よ
り

山
肌
を
吹
き
飛
ば
し
た
り
､
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て

宿
舎
が
流
さ
れ
た
り
､
雪
崩
に
よ
っ
て
生
き
埋
め
に
な

る
等
数
多
-
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
､
6
月
5
日
黒

部
ダ
ム
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
｡

高
さ
1
8
6
m
､
世
界
第
4
位
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
｡

7
年
の
歳
月
と
総
工
費
5
0
0
億
円
､
作
業
員
延

べ
1
0
0
0
万
人
を
投
じ
て
完
成
す
る
｡

工
事
犠
牲
者
は
1
7
1
人
､
ほ
と
ん
ど
が
0
0
代
の

働
き
盛
り
の
人
達
で
あ
っ
た
｡

1
9
6
4
(
昭
和
3
9
)
年

8
月
｢
関
電
ト
ン
ネ
ル
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
運
行
開
始
｣

黒
部
ダ
ム
が
一
般
に
開
放
さ
れ
た
の
か
､
昭
和
3
 
9
年

8
月
1
日
｡
ダ
ム
工
事
終
了
以
来
､
経
済
的
不
況
を
か

こ
っ
て
い
た
大
町
市
に
と
っ
て
､
ダ
ム
の
開
放
は
､
経

済
界
や
市
民
生
活
に
活
況
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
た
｡
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
運
行
認
可
が
下
り
､
昭
和

3
9
年
8
月
1
日
か
ら
運
行
が
開
始
さ
れ
る
｡

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
国
内
唯
一
の
電
気
を
動
力
と
す

る
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
､
そ
の
後
立
山
ト
ン
ネ

ル
の
貫
通
に
よ
り
日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
ル
ー

ト
へ
と
成
長
す
る
｡

1
 
1
月
に
は
､
大
町
温
泉
郷
が
業
務
を
開
始
す
る
｡

1
9
6
8
(
昭
和
4
3
)
年

2
月
　
映
画
｢
黒
部
の
太
陽
｣
公
開

小
説
｢
黒
部
の
太
陽
｣
は
､
昭
和
3
9
年
5
月
2
7
日
か

ら
9
月
1
 
9
日
ま
で
､
1
6
0
回
に
わ
た
っ
て
毎
日
新

聞
に
連
載
さ
れ
た
も
の
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
｡

著
者
は
木
本
正
次
さ
ん
｡
こ
の
小
説
を
原
作
に
､
三

船
敏
郎
･
石
原
裕
次
郎
主
演
の
映
画
｢
里
蔀
の
太
陽
｣

が
こ
の
年
の
2
月
よ
り
公
開
さ
れ
る
｡

写
真
提
供
‥
関
西
電
力
㈱
､

-
ろ
よ
ん
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
曇

山
と
博
物
館
　
第
粥
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第
8
号

二
〇
一
三
年
人
月
二
十
五
日
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発
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二
一
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F
A
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-
二
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-
二
一
三
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E
I
m
a
o
S
s
a
ロ
p
a
k
u
⑧
C
-
手
o
m
a
c
F
n
a
g
a
g
j
p

U
R
L
h
t
t
p
J
J
w
w
w
c
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t
y
o
m
a
c
h
l
n
a
g
a
n
O
J
P
J
S
a
n
P
a
k
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刷

年
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一
'
五
〇
〇
円
(
送
料
含
む
)
　
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
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〇
五
四
〇
-
七
-
三
三
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三


